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combination therapy 
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  2018 Feb;23 
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  2017 
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Hepato-Billa
ry-Pancreati
c Sciences 

24（11） 616-626 2017 

Sakata N, 
Okumura Y 

Job loss after 
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early-onset dementia: 
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Journal of 
Alzheimer's 
Disease 

60(4) 1231-123
5 

2017 

Shiozaki, M., 
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problem avoidance 
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partners of breast 
cancer patients. 

Psycho-Oncol
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26 1126−
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  発表者氏名   論文タイトル名  発表誌名   巻号  ページ   出版年 

小川朝生 弁護士側証人が考える
乳腺外科医裁判とせん
妄 

診療研究 549 19-26 2019 

小川朝生 抗うつ薬・抗精神病薬 薬局 70(6) 67-72 2019 

小川朝生 精神症状を有する患者 臨床泌尿器科
増刊号 泌尿
器科 周術期
パーフェクト
管理 

73(4) 298-9 2019 
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小川朝生 いまはこうする！急性
期・一般病院の認知症
対応 特集にあたって 

月刊薬事 61(3) 25 2019 

小川朝生 Patient Reported 
Outcome の臨床現場で
の取り組み 

MONTHLY ミ
クス 

47(2) 54-6 2019 

小川朝生 認知症対応の現状 月刊薬事 61(3) 27-32 2019 

岩田有正、小川朝
生 

頭頸部癌患者における
認知症ケア 

ENTONI 233 75-82 2019 

小川朝生 高齢者のがんと精神科
急性期医療 

精神医学 61(9) 1049-56 2019 

小川朝生 まなざしを知ること、
生を学ぶこと. 

明日への希望
をつなぐがん
治療情報 

3 26 2019 

小川朝生 精神科医と心理士の違
い 

緩和ケア 30(2) 102-8 2020 

小川朝生 知っておきたい非がん
患者の緩和ケア第６回
認知症 

月刊 薬事 62(4) 93-102 2020 

小川朝生 適切なアセスメントと
ケアで予防できる 医
療者が知っておくべき
せん妄への対応 

病院安全教育 7(4) 59-62 2020 

小川朝生 患者支援で知っておき
たい眠りの話 

ホスピスケア 30(2) 36-66 2019 

小川朝生 がんとの共存を支える
情報提供の在り方 

Medical 
Tribune 

52(24) 4 2019 

海堀昌樹 肝障害併存肝癌切除術

における周術期運動能

力の維持による長期生

存への影響 

肝臓 60巻 A404 2019 

平井 啓 行動経済学の医療安全
への応用(第1回)患者
と医療者は見ている景
色が違う 

Risk 
Management 
Times 

55 6 2019 

平井 啓 医療へ貢献する心理学
教育・研究の考え方 

学術の動向 
 

第24巻第５
号 

52-57 2019 

小川朝生 認知症の症状が進んで
きた段階における終末
期ケアのあり方に関す
る調査研究事業 認知
症の緩和ケア 

日本精神科病
院協会雑誌 

37(7) 44-49 2018 

小川朝生 コンサルテーションは
梁山泊だよ 

緩和ケア 28(６月増
刊号) 

134-136 2018 
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小川朝生 第３次がん対策推進基
本計画について 

心と社会 49(2) 86-95 2018 

小川朝生 認知症をもつがん患者
に対する医学的判断と
治療的介入 

がん看護 24(1) 5-8 2019 

小川朝生 いまはこうする！急性
期・一般病院の認知症
対応 特集にあたって 

月刊薬事 61(3) 25 2019 

小川朝生 認知症対応の現状 月刊薬事 61(3) 27-32 2019 

山内芳也, 
長島文夫, 他 

【高齢者における代謝
栄養管理】 高齢がん患
者の機能評価  

外科と代謝・
栄養 

52(1) 17-22 2018 
 

小林敬明, 
長島文夫,他 

【高齢者医療ハンドブ
ック-高齢者医療にお
けるダイバーシティへ
の対応】(第VIII章)高
齢者のがん診療〜実地
医家の視点から〜 胃
がん・大腸がん 

内科  121(4) 887-91 2018 

前野聡子, 
長島文夫 

【診断と治療の
ABC[137]フレイル】 
(第3章)各種病態とフ
レイル がんとフレイ
ル 

最新医学 別冊(フレ
イル) 

107-12 2018 

前野聡子 
長島文夫 

【老年医学(上)-基
礎・臨床研究の最新動
向-】老年医学領域の高
度医療・未来医療 高齢
者のがん医療の進歩 
 

日本臨床 76 
(増刊5 老年
医学(上)) 

255-9 2018 

黒澤貴志, 
長島文夫,他 

【後期高齢者へのがん
薬物治療】 後期高齢者
に対するがん薬物治療
の問題点 

臨床腫瘍プラ
クティス 

14(4):2 41-8 2018 

長島文夫,他 膵・胆道癌高齢患者に
対する積極的抗癌治療 

膵・胆道癌
Frontier 

7(2) 64-71 2018 

前野聡子, 
長島文夫,他 

高齢者に対する大腸癌
化学療法の実際 

消化器・肝臓
内科 

5(1) 17-23 2019 

前野聡子, 
長島文夫 

高齢がん診療のあり方 Geriatric 
Neurosurgery 

31 19-22 2019 

海堀昌樹、他 高齢者における代謝栄
養管理」高齢者に対す
る肝胆膵外科治療 

外科と代謝・
栄養 

52(1) 31-40 
 

2018 
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中里和弘、平井
啓,他 

ホスピス・緩和ケア病
棟における患者と家族
間の思いの言語化を支
える家族支援―遺族調
査による家族支援と
「患者と家族との良好
な関係性」および「ケ
アの全般的満足感」と
の関連性の検討 

 Palliative 
Care Research 

13(2) 263-271 2018 

平井 啓 がん患者への
Bio-Psycho-Social 
Modelによるケア 

心身医学会 58(3) 231-236 2018 

平井啓 他 問題解決技法. 指導に
活かす行動医学の視点 

臨床栄養 132(6) 737-740 2018 

平井 啓,谷向仁,
中村菜々子,山村
麻予,佐々木淳,
足立浩祥 

メンタルヘルスケアに
関する行動特徴とそれ
に対応する受療促進コ
ンテンツ開発の試み 

心理学研究 印刷中   

小川朝生 せん妄 適確にアセス
メントをし、せん妄を
予防する 

看護科学研究 15(2) 45-49 2017 

小川朝生 がん患者の包括的アセ
スメントとチーム医療
の実践 

薬局 68(8) 30-35 2017 

小川朝生 サイコオンコロジスト
の立場から 

日本医師会雑
誌 

146(5) 937-40 2017 

小川朝生 医療における意思決定
能力の評価 

緩和ケア 27(4) 263 2017 

小川朝生 寝かしたほうがよい不
眠、寝かさなくてよい
不眠―閾値下せん妄を
見つける 

緩和ケア 27(4) 241-245 2017 

小川朝生 サイコオンコロジーの
意義と診療の実際 

新薬と臨牀 66(5) 66-69 2017 

小川朝生 《がんサポートのい
ま》②がんサバイバー
支援とピアサポート 

Modern 
Physician 

37(10) 1032-5 2017 

小川朝生 認知症・せん妄の緩和
ケア 

精神科 31(4) 295-301 2017 

小川朝生 せん妄対策が変わって
きた！「DELTA プログラ
ム」ってどんなもの？ 

エキスパート
ナース 

33(12) 51-7 2017 

前野聡子, 長島文
夫，他 
 
 

高齢者がん治療 
 

腫瘍内科 19 101-106 2018 
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岡野尚弘， 
長島文夫，他 
 

【がん診療-内科医が
知りたい30のエッセン
ス】内科医が知ってお
くべきがん患者のマネ
ジメント高齢者のがん
診療における注意点を
教えてください.治療
適応はどのように判断
しますか 

Medicina  54 1286-1289 2017 

長島文夫，他 【がん患者の併存疾患
を理解する】 併存疾患
を理解する 加齢に伴
う変化 

がん看護  23 
 

27-30 2017 

長島文夫，他 【エキスパートオピニ
オン:超高齢者の肝胆
膵疾患診療】 超高齢者
における病態の特性、
治療の適応、治療の実
際 膵疾患 超高齢者
膵癌に対する化学療法 

肝・胆・膵  
 

74 449-454 2017 

松島英之,長島文
夫, 他 
 

【超高齢者(80 歳以上)
の胆膵疾患診療を考え
る】 高齢者総合機能評
価を用いた高齢者肝胆
膵外科治療方針の提
案.  

胆と膵  38 217-225 2018 

前野聡子, 長島文
夫，他 

老年腫瘍学 癌と化学療法 44 97-101 2018 

野崎 江里子, 長
島 文夫, 他 
 

【高齢がん患者のリス
クアセスメント】 高齢
者のがん治療に影響を
及ぼす背景因子 

癌と化学療法 45 8-11  

山内芳也，長島文
夫，他 

「高齢がん患者の機能
評価」 

外科と代謝・
栄養 

52（1） 17-22  

濱口哲弥 高齢者におけるがん薬
物療法の臨床研究の問
題点 

腫瘍内科 21（2） 153-158 2018 

濱口哲弥 高齢者の消化器癌治療
のリスクアセスメント 

癌と化学療法 45（1） 12-15 2018 

松島英之，海堀昌
樹，他 

【超高齢者(80歳以上)
の胆膵疾患診療を考え
る】 高齢者総合機能評
価を用いた高齢者肝胆
膵外科治療方針の提案 

胆と膵 38(3) 217-225 2017 

石崎守彦，海堀昌
樹，他 

【進行肝細胞癌に対す
る治療戦略(集学的治
療を含めて)】 外科的
治療 肝細胞癌肝外転
移に対する外科治療 

外科 79（2） 160-166 2017 
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石崎守彦，海堀昌
樹，他 

【患者満足度の向上を
めざした術後回復促
進:ESSENSEプロジェク
ト-現状と展望】 肝胆
膵外科領域における術
後回復促進策の現状と
課題 

臨床栄養 130（1） 27-33 2017 

渡邉眞理 地域緩和ケアネットワ
ーク シームレスな支
援のために看護に求め
られる役割 

看護 69（8） 6－12 2017 

渡邉眞理 これからのがん看護外
来 

看護実践の科
学 

42（6） 6－13 2017 

 
 
 


